
令
和
３
年
３
月
10
日
（
水

臨
時
駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
、

転
出
者
紹
介
及
び
見
送
り
を

実
施
し
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
長

（
永
井
１
佐
）
、
第
４
施
設

団
本
部
高
級
幕
僚
（
高
田
１

佐
）
、
第
３
０
７
ダ
ン
プ
車

両
中
隊
長
（
川
上
３
佐
）
、

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
長

（
炭
谷
１
尉
）
を
は
じ
め
、

79
名
の
隊
員
は
、
駐
屯
地
所

在
部
隊
の
隊
員
た
ち
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

新
し
い
任
地
へ
と
転
出
さ
れ

ま
し
た
。
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即応と信頼

駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
１
月

14
日
（
木
）
、
雲
一
つ
な
い
晴

れ
渡
る
空
の
下
、
成
人
を
迎
え

た
45
名
の
隊
員
に
対
し
て
、
令

和
２
年
度
駐
屯
地
成
人
行
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

成
人
行
事
に
先
立
ち
、
成
人

者
達
は
駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
、

駐
屯
地
所
属
隊
員
の
前
で
成
人

者
と
し
て
の
抱
負
を
力
強
く
発

表
し
ま
し
た
。

団
本
部
隊
舎
前
に
場
所
を
移

し
、
成
人
行
事
の
来
賓
と
し
て

陽
融
会
会
長
（
坂
下
弘
親
氏
）

を
お
迎
え
し
て
隊
員
と
協
同
で

記
念
植
樹
及
び
記
念
撮
影
を
実

施
し
ま
し
た
。

記
念
会
食
に
お
い
て
駐
屯
地

司
令
よ
り
「
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
お
い

て
若
い
力
を
発
揮
し
、
諦
め
ず

思
い
っ
き
り
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
坂
下
会
長
か
ら
「
強

い
意
志
を
持
っ
て
自
衛
隊
に
入

隊
し
た
皆
さ
ん
に
対
し
、
成
人

を
迎
え
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
」
と
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陽
融
会
会
長
、
駐
屯

地
司
令
、
曹
友
会
会
長
か
ら
記

念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、
最
後
に

第
３
施
設
大
隊
第
３
中
隊
寺
尾

士
長
か
ら
「
今
日
ま
で
育
て
て

い
た
だ
い
た
、
両
親
や
家
族
、

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
ご
指
導

い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
に
も
感

謝
し
、
今
後
は
自
衛
官
と
し
て
、

任
務
遂
行
に
必
要
な
、
知
識
、

技
能
、
体
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
行

き
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
て

成
人
行
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

記念撮影（撮影時のみマスクを外しています。）

駐屯地司令と記念植樹 陽融会会長と記念植樹

紙 面 紹 介

令 和 ２ 年 度 駐 屯 地 成 人 行 事

駐屯地司令より記念品贈呈陽融会会長より記念品贈呈

曹友会会長より記念品贈呈新成人代表（寺尾士長）謝辞

令
和
２
年
度
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
軍

に

対

す

る

能

力

構

築

支

援

大久保駐屯地ホームページ

転
出
者
紹
介
及
び
見
送
り

）

第
７
施
設
群
は
、
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
５
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
軍
の
将
校
に
対
す
る

能
力
構
築
支
援
と
し
て
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
で
道
路
建
設
に
必
要

な
道
路
測
量
技
術
に
関
す
る
教
育
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
能
力
構
築
支
援
は
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
初
め
て
の
試
み
に
な
り
ま
す
。

１
９
９
２
年
９
月
に
陸
上
自
衛
隊
初
の
参
加
と
な
る
Ｐ
Ｋ

Ｏ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
お
け
る
派
遣
活
動
で
、
第
７
施
設

群
は
、
当
時
の
派
遣
大
隊
の
基
幹
部
隊
と
し
て
現
地
で
活
躍

し
た
部
隊
で
あ
り
、
本
教
育
に
深
い
縁
を
感
じ
な
が
ら
教
官

た
ち
は
熱
意
を
注
ぎ
、
無
事
に
教
育
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
能
力
構
築
支
援
事
業
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
国

立
平
和
維
持
・
地
雷
処
理
爆
発
性
戦
争
残
存
物
処
理
セ
ン
タ

ー
）
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
担
当
教
官
た
ち

は
、
教
育
に
対
す
る
達
成
感
と
両
国
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
充
実
感
を
胸
に
感
謝
状
を
手
に
し
ま
し
た
。

永井１佐高田１佐川上３佐炭谷１尉

見送りの様子お世話になりました！

教育開始式における群長訓示クメール語通訳との調整オンライン教育の様子

１９９２年のＰＫＯの様子カンボジア王国軍の修学の様子

各種教材を使用した教育の様子感謝状受賞者
平山１曹、金平３曹、千載３曹
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各 部 隊 訓 練 等 記 事

大
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
16
日
（
土
）
か
ら
24

日
（
日
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
第
２
回
施
設
技
術
訓
練
（
爆
破

を
担
任
・
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
各
普
通
科
連
隊
及
び
偵
察
隊
の
基

幹
要
員
に
対
し
、
各
種
爆
破
に
つ
い
て
教
育
し
、

師
団
の
任
務
遂
行
に
必
要
な
爆
破
技
術
を
保
有
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
隊
は
、
訓
練
部
隊
が
安
全
か
つ
円
滑
な
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
に
、
訓
練
と
の
統
制
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
実
施
し
つ
つ
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
破
壊
筒
及
び
携
帯
障
害
処
理
器
材

に
よ
る
鉄
条
網
の
破
壊
の
ほ
か
、
夜
間
に
お
け
る

地
雷
原
爆
破
装
置
の
測
量
及
び
設
置
を
実
施
し
、

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
、
「
降
雪
時
や
夜
間
な
ど

困
難
な
状
況
に
お
け
る
、
適
切
な
障
害
処
理
要
領

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
実
際
に
爆
破

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
の
訓
練
で
は
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
い
緊
張
感
を
持
っ
て
訓

練
参
加
で
き
、
爆
破
後
の
景
況
を
実
際
に
確
認
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
威
力
や
効
果
を
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

群
は
、
令
和
３
年
２
月
８
日
（
月
）
か
ら
17
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
大
久
保
駐
屯
地
、
富
山
駐
屯

地
、
鯖
江
駐
屯
地
及
び
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、

群
総
合
是
正
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

群
は
、
情
勢
が
逐
次
緊
迫
す
る
中
、
10
日
２
０

０
０
第
３
種
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行
し
、
大
久
保

及
び
富
山
駐
屯
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
応
急
出
動

準
備
に
着
手
し
て
、
本
格
的
な
作
戦
準
備
を
開
始

し
ま
し
た
。

基
礎
配
置
展
開
命
令
受
領
後
、
群
は
暗
夜
を
活

用
し
て
各
作
戦
地
域
に
展
開
、
じ
後
、
前
方
兵
站

基
地
等
に
お
い
て
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

た
施
設
支
援
を
実
施
し
、
３
度
の
追
加
任
務
を
含

め
た
計
23
件
の
施
設
作
業
を
完
遂
し
ま
し
た
。

訓
練
間
、
群
は
降
雨
や
作
業
地
域
の
泥
濘
化
等

の
厳
し
い
条
件
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
着
意
を
払
っ
て
仲
間
と
自
分
を

守
り
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
作
戦
の
成
否

に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
「
組
織
の

一
体
化
」
を
合
言
葉
に
群
の
任
務
達
成
に
邁
進
し

ま
し
た
。

群
は
、
更
な
る
飛
躍
の
た
め
、
引
き
続
き
厳
し

い
練
成
訓
練
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

大
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
12
日
（
火
）
、
第
２

直
接
支
援
中
隊
が
整
備
工
場
周
辺
で
令
和
３
年
訓

練
始
め
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
始
め
当
初
、
車
両
・
火
器
の
Ｂ
整
備
及
び

器
材
の
点
検
整
備
を
実
施
し
、
何
時
如
何
な
る
事

態
に
も
即
動
で
き
る
態
勢
基
盤
を
確
立
し
ま
し
た
。

次
に
、
１
月
１
日
（
金
）
付
で
昇
任
し
た
３
名

の
隊
員
に
よ
る
持
続
走
を
実
施
し
ま
し
た
。

昇
任
者
は
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
宇
治
上
神

社
に
到
着
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
参
拝
し

ま
し
た
。

じ
後
、
昇
任
者
達
は
、
中
隊
隊
員
の
前
で
声
高

ら
か
に
決
意
表
明
を
実
施
し
、
新
た
な
階
級
で
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
と
し
て
、
小
雪
ち
ら
つ
く
寒
空
の

中
、
隊
員
達
は
、
鏡
餅
を
使
用
し
た
ぜ
ん
ざ
い
に

舌
鼓
を
う
ち
、
訓
練
で
冷
え
た
体
を
温
め
、
訓
練

始
め
は
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
約
を
受

け
、
明
る
い
話
題
が
少
な
い
世
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
明
る
く
、
困
難
に
対

し
て
も
餅
の
よ
う
に
粘
り
強
さ
を
持
っ
て
、
第
２

直
接
支
援
中
隊
一
同
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

器
材
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
13
日
（
水
）
に
陸

士
長
か
ら
３
等
陸
曹
へ
の
昇
任
者
を
祝
す
行
事
と

し
て
、
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

昇
任
者
は
、
先
輩
隊
員
と
短
距
離
走
、
腹
筋
、

腕
相
撲
及
び
知
識
比
べ
で
対
決
を
行
い
、
陸
曹
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
を
顕
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
に
隊
戦
技

競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

隊
戦
技
競
技
会
で
は
、
約
３
．
３
㎞
の
持
続
走

を
行
い
、
各
中
隊
の
士
気
高
揚
及
び
団
結
の
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
３
年
２
月
８
日
（
月
）
か
ら
19

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
、
長
池
演

習
場
及
び
大
久
保
駐
屯
地
に
お
い
て
第
７
次
隊
野

営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
殊
器
材
中
隊
が
、
84
ｍ
ｍ
無
反
動
砲
射
撃
訓

練
を
担
任
し
、
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
り
、
架
橋

中
隊
が
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
の
夜
間
構
築
に
併
せ
て

橋
梁
偽
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
京
都
府
南
部
で
震
災
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
、
非
常
呼
集
か
ら
始
ま
り
、
災
害
派

遣
の
態
勢
完
了
ま
で
一
連
の
初
動
対
応
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

厳
し
い
冬
の
寒
さ
の
中
、
約
12
日
間
に
及
ぶ
訓

練
期
間
で
し
た
が
、
１
件
の
事
故
も
な
く
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。

足元に注意しながら作業実施

ライナープレート構築

指向性散弾の設置

地雷原爆破装置の設置破壊筒による障害処理

車両の灯火点検

防護マスク、装面携帯障害処理器材の組み立て

ライナープレート構築

車両の点検整備中

昇任者（岡崎３曹） ぜんざい最高！！

ＣＳＭとの知識比べ対決隊戦技競技会（持続走）

８４ｍｍ無反動砲実射訓練パネル橋ＭＧＢの車両通過

）
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第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

大 久 保 駐 屯 地 業 務 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 年 度 末 号

施
設
整
備
隊
は
、
令
和
３
年
２
月

17
日
（
水
）
か
ら
２
月
19
日
（
木
）

ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
令
和
２
年
度
第
４
回
連
隊
集
中

野
営
に
参
加
し
ま
し
た
。

連
隊
集
中
野
営
で
は
、
主
力
と
先

行
班
に
分
か
れ
車
両
行
進
か
ら
展
開

位
置
へ
の
侵
入
、
先
行
班
に
よ
る
主

力
の
誘
導
要
領
を
訓
練
し
、
そ
の
後

展
開
地
域
内
に
お
い
て
整
備
所
等
の

支
援
施
設
の
構
築
を
実
施
し
ま
し
た
。

夜
間
に
雪
が
降
り
一
晩
で
十
数
セ

ン
チ
の
積
雪
が
あ
り
気
温
も
氷
点
下

に
な
り
ま
し
た
が
、
隊
員
達
は
施
設

の
構
築
、
次
の
展
開
地
へ
の
転
進
準

備
を
整
斉
と
実
施
し
て
、
無
事
に
怪

我
な
く
訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
２
月
24
日
（
水

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

と
の
整
備
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
２
整
備
大
隊
の
隊
員
８
名
が
訓

練
に
参
加
し
、
掩
体
掘
削
機
の
シ
リ

ン
ダ
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
２
整
備
大
隊
の
隊
員
は
、
掩
体

掘
削
機
の
整
備
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

な
く
、
施
設
整
備
隊
の
整
備
員
に
指

導
を
受
け
な
が
ら
整
備
作
業
を
実
施

し
、
約
４
時
間
で
作
業
は
終
了
し
ま

し
た
。
今
訓
練
を
通
じ
て
、
互
い
の

部
隊
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

実
の
あ
る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

）

団
本
部
付
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
５
日

（
火
）
か
ら
３
月
12
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

令
和
２
年
度
特
技
課
程
「
部
隊
無
線
電
信
・

部
隊
暗
号
教
育
」
を
担
任
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
教
官
を
団
本
部
通
信
班
長
河

口
１
尉
が
教
官
と
な
り
、
先
任
助
教
を
金
丸

２
曹
、
助
教
を
田
中
３
曹
、
高
畑
３
曹
、
藤

本
３
曹
、
西
川
３
曹
が
務
め
て
実
施
し
ま
し

た
。
部
隊
無
線
電
信
課
程
（
23
名
）
、
部
隊

暗
号
課
程
（
７
名
）
の
計
30
名
の
学
生
が
教

育
に
参
加
し
、
無
線
手
ま
た
は
信
務
手
要
員

と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
励

み
ま
し
た
。

教
育
開
始
に
際
し
、
担
任
官
で
あ
る
団
本

部
付
隊
長
は
、
要
望
事
項
と
し
て
「
真
剣
」

を
掲
げ
、
「
教
育
期
間
中
、
何
事
に
も
真
剣

に
取
り
組
み
、
各
人
の
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
教
育
参

加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全

に
し
、
体
調
不
良
者
等
を
出
す
こ
と
な
く
順

調
に
教
育
が
進
み
ま
し
た
。

教
育
参
加
者
は
、
日
々
真
剣
に
教
育
に
向

き
合
い
、
課
業
内
外
問
わ
ず
、
自
主
的
に
学

科
の
勉
強
及
び
技
能
の
習
得
に
努
め
た
結
果
、

全
員
が
無
事
に
最
終
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

教
育
修
了
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
お
け

る
、
無
線
手
等
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

業
務
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
27
日

（
水
）
、
台
風
等
に
よ
る
倒
木
時
の

駐
屯
地
内
高
圧
電
線
の
切
断
防
止
及

び
宿
舎
地
域
に
お
け
る
近
傍
へ
の
被

害
防
止
の
た
め
に
、
駐
屯
地
及
び
奈

良
県
内
に
あ
る
御
所
馬
場
宿
舎
に
お

い
て
支
障
木
の
伐
採
を
実
施
し
ま
し

た
。業

務
隊
に
お
い
て
は
、
日
頃
か
ら

全
て
の
整
備
作
業
を
最
高
の
訓
練
の

場
と
捉
え
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

本
整
備
に
お
い
て
も
、
「
各
組
長
の

適
時
適
切
な
命
令
指
示
」
「
伐
採
時

に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
確
実
な

取
り
扱
い
」
「
安
全
管
理
」
を
重
視

し
て
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
伐
採
に
よ
り
、
倒
木
時
に
高
圧

電
線
に
影
響
を
与
え
る
立
木
11
本
及

び
御
所
馬
場
宿
舎
10
本
の
立
木
の
処

置
を
完
了
し
ま
し
た
。

伐
採
参
加
者
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
取
り
扱
い
要
領
に
つ
い
て
熟
練
者

か
ら
知
識
・
技
能
を
学
び
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
業
務
隊
は
、
部
隊
・
隊

員
の
た
め
、
よ
り
良
い
生
活
・
勤
務

環
境
の
改
善
向
上
に
向
け
て
、
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

会
計
隊
は
、
令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）
、

駐
屯
地
に
お
い
て
第
11
回
計
算
証
明
集
中
点
検

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
計
隊
は
、
国
費
を
扱
う
と
い
う
職
種
の
特

性
上
、
合
規
適
正
な
経
費
の
執
行
状
況
を
毎
月

「
計
算
書
」
と
「
証
拠
書
類
」
の
書
面
に
し
て

計
算
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
、
順
序
を
経
て

会
計
検
査
院
に
提
出
し
て
書
面
検
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
普
段
の
業
務
よ
り
計
算

証
明
の
完
了
に
向
け
て
努
力
を
志
向
し
つ
つ
、

日
々
の
業
務
で
完
全
な
書
類
を
作
成
す
べ
く
努

力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
的
な
ミ
ス
が
発
生
す
る
蓋
然
性

を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
支
払
の
翌
月
に

は
、
再
度
段
階
的
な
点
検
を
行
う
た
め
計
算
証

明
集
中
点
検
訓
練
を
実
施
し
て
、
一
点
の
曇
り

も
な
い
書
類
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る

と
と
も
に
、
会
計
特
技
技
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

訓
練
に
あ
た
り
、
①
不
備
事
項
の
分
析
②
計

算
証
明
点
検
組
織
の
確
立
③
実
効
性
の
あ
る
計

画
の
作
成
及
び
点
検
④
計
算
証
明
の
重
要
性
に

関
す
る
隊
員
へ
の
再
徹
底
を
重
視
し
て
不
備
の

皆
無
を
目
標
に
隊
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
中
部
方
面
隊
の
計
算
証
明
に
お
い

て
は
、
現
在
全
10
個
会
計
機
関
中
第
１
位
の
評

価
を
収
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
費
を
取
り
扱
う
会
計
機
関
と
し

て
、
合
規
適
正
な
計
算
証
明
業
務
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

派
遣
隊
は
、
令
和
３
年
２
月
18
日
（
木
）
及

び
19
日
（
金
）
の
２
日
間
に
分
け
て
、
令
和
２

年
度
中
部
方
面
通
信
群
持
続
走
競
技
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

例
年
は
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
36
個
の
駐

・
分
屯
地
に
所
在
す
る
中
部
方
面
通
信
群
の
隊

員
一
同
が
集
結
し
て
「
駅
伝
の
部
」
「
個
人
戦

の
部
」
の
区
分
で
中
隊
の
名
誉
を
懸
け
て
、
日

頃
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
、
競
い
合
い
ま
す
が
、

今
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
感
染

防
止
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
各
駐
・

分
屯
地
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
12

㎞
の
記
録
を
測
定
・
点
数
化
し
て
報
告
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
10
月
か
ら
６
㎞
、
９
㎞
と
段
階
的
に
距

離
を
伸
ば
し
な
が
ら
記
録
を
測
定
し
、
持
続
走

練
成
を
継
続
し
て
最
終
目
標
で
あ
る
12
㎞
を
確

実
に
走
り
き
る
た
め
の
気
力
と
体
力
を
向
上
さ

せ
、
そ
の
結
果
、
大
久
保
派
遣
隊
全
隊
員
が
怪

我
や
故
障
な
く
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
依
然
と
し
て
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
万
全
を
図
る
と
と
も

に
、
継
続
的
に
体
力
練
成
を
実
施
し
て
、
気
力

と
体
力
を
向
上
さ
せ
、
心
身
と
も
に
健
康
を
維

持
し
、
各
種
任
務
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
13
日
（
水
）
、

中
隊
駐
車
場
地
域
に
お
い
て
年
始
行
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

中
隊
本
部
、
各
小
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
今
年
の

目
標
を
掲
げ
、
達
磨
目
入
れ
を
実
施
し
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阪
口
（
加
）
３
曹
の
統
制
の
下
、

１
月
１
日
（
金
）
付
で
昇
任
し
た
５
名
の
隊

員
は
、
意
気
込
み
を
歩
調
に
込
め
て
溌
剌
と

ハ
イ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
衰
え
ぬ

渦
中
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
隊
員
間
の
距

離
を
一
定
に
保
ち
、
例
年
と
は
違
っ
た
ハ
イ

ポ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
陸
士
長
に

昇
任
し
た
岡
村
士
長
は
、
「
陸
士
長
と
な
り
、

後
輩
も
出
来
た
。
駆
け
足
は
苦
手
で
す
が
苦

し
く
て
も
逃
げ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
最

後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

今
回
３
等
陸
曹
に
昇
任
し
、
陸
士
か
ら
陸

曹
と
い
う
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
山
田

３
曹
は
、
中
隊
全
員
の
前
で
「
陸
曹
の
心
構

え
」
を
堂
々
と
唱
和
し
、
「
階
級
に
恥
じ
ぬ

牽
引
力
で
、
日
々
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
」

と
頼
も
し
い
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

昇
任
行
事
の
最
後
に
、
恒
例
の
昇
任
者
に

よ
る
ダ
ン
プ
曳
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
隊
の
伝
統
で
、
部
下
や
後
輩

に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を
ダ
ン
プ
に
見
立
て

た
も
の
で
す
。
昇
任
者
達
は
、
力
を
合
わ
せ

て
見
事
に
特
大
型
ダ
ン
プ
を
約
20
ｍ
先
の
ゴ

ー
ル
地
点
に
到
達
さ
せ
ま
し
た
。

本
行
事
に
よ
り
、
昇
任
者
は
、
各
階
級
ご

と
の
責
任
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
中
隊
に

お
け
る
今
後
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

特大型ダンプ曳行 昇任者によるハイポート 総 合 訓 練 ＮＶＩＳ（近垂直放射空間波）
地上設置訓練

駐屯地プール南側（整備後） 駐屯地プール南側（整備前） 整備訓練実施中 雪の中、重機関銃設置

今日はタイムを縮められるか・・・ 部隊の名誉を懸けて真剣に練成 計算証明集中点検訓練計算証明集中点検訓練

、



大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」

ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
年
度

末
号
を
も
っ
て
や
ま
し
ろ
担
当
を
卒
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月

号
よ
り
編
集
業
務
に
携
わ
り
、
平
成
30
年

度
に
は
第
４
施
設
団
広
報
紙
か
ら
大
久
保

駐
屯
地
広
報
紙
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

等
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
３
年
間
業
務
を

全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
が
所
属
し
て
い
る
大
久
保
駐

屯
地
吹
奏
楽
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
、
自
衛
隊
及
び
大
久
保
駐
屯
地
の
こ
と

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
演
奏
活
動
を
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

最
後
に
、
担
当
者
は
変
わ
り
ま
す
が
令

和
３
年
度
も
大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や

ま
し
ろ
」
に
対
し
、
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
丸
山
２
曹
）

（４）

部

隊

長

随

筆

目指せフォロワー１０，０００人！

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 年 度 末 号

第
４
施
設
団
兼
ね
て

大

久

保

駐

屯

地

最
先
任
上
級
曹
長

着

任

挨

拶

編

集

後

記

善 行 褒 賞 者 紹 介令
和
２
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

一

年

を

通

し

て

大久保駐屯地
T w i t t e r

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊

施
設
整
備
隊
長

２
等
陸
尉

石
垣

圭
司

令
和
２
年
４
月
17
日
（
金
）
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式

で
大
久
保
駐
屯
地
に
入
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ
た
こ
と

は
、
古
い
建
物
だ
け
ど
少
し
ず
つ
修
繕
し
丁
寧
に
清
掃
さ

れ
大
切
に
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
の
思
い
で

し
た
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
記
念
式
典
や
音
楽
ま
つ

り
な
ど
の
活
動
に
参
加
で
き
ず
本
当
に
残
念
で
し
た
が
、

防
衛
省
の
新
聞
や
雑
誌
を
送
付
し
て
い
た
だ
き
毎
号
楽
し

み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
記
事
が
あ
り
、
『
老
朽

化
す
る
施
設
や
多
様
化
す
る
自
衛
隊
の
任
務
内
容
に
予
算

や
装
備
が
追
い
付
か
ず
、
隊
員
の
方
々
の
「
頑
張
り
」
だ

け
に
頼
る
環
境
が
続
く
こ
と
が
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
』
と
書
い
て
る
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
組
織
や
国
民
意
識
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
、
駐
屯
地
が
地

域
住
民
と
の
信
頼
に
お
い
て
相
互
協
力
し
て
行
け
る
よ
う

活
動
内
容
を
理
解
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
年
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

寺
本

穂
寿
美

令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）
付
を
も

っ
て
、
第
６
代
第
４
施
設
団
兼
ね
て
大

久
保
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

歴
代
の
最
先
任
上
級
曹
長
が
築
き
上

げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
「
誇
り
と

謙
虚
さ
」
を
胸
に
刻
み
、
更
に
充
実
・

発
展
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

特
に
、
第
４
施
設
団
長
要
望
事
項
で

あ
る
「
心
技
体
の
充
実
」
「
連
携
」
併

せ
て
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
の
「
即
応

と
信
頼
」
を
具
現
す
べ
く
、
様
々
な
任

務
に
即
応
し
、
厳
し
い
状
況
で
も
完
遂

で
き
る
強
い
陸
曹
・
陸
士
の
育
成
に
熱

意
を
持
っ
て
臨
み
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
全
隊
員
が
、

「
自
覚
と
自
制
心
」
を
保
持
し
、
地
域

の
皆
様
の
信
頼
獲
得
の
た
め
、
駐
屯
地

司
令
を
核
心
と
し
て
一
丸
で
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
平
素
か
ら
協

力
会
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

隊
員
と
共
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
最

先
任
上
級
曹
長
上
番
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

隊
は
、
令
和
３
年
１
月
14
日
（
木
）
か

ら
15
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
千
僧
駐
屯
地

で
実
施
さ
れ
た
令
和
２
年
度
連
隊
戦
技
競

技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
３
後
方
支
援
連
隊
は
４
府
県
、
７
個

駐
屯
地
に
所
在
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
集
合
し
て
の
競

技
会
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
第
３

後
方
支
援
連
隊
統
制
部
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。競

技
は
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
個
人

走
、
中
隊
等
対
抗
の
17
個
チ
ー
ム
に
よ
る

駅
伝
走
及
び
銃
剣
道
を
実
施
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
隊
で
は
、
持
続
走
に
お
い
て

は
例
年
、
連
隊
内
に
お
い
て
常
に
上
位
入

賞
す
る
な
ど
日
頃
か
ら
陸
曹
教
官
の
下
、

練
成
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
も
若
い
陸
曹
を
中
心
に
駐
屯
地
で

の
練
成
を
積
み
重
ね
競
技
会
で
は
、
駅
伝

走
２
位
の
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

駅
伝
走
で
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
常
に
上
位

を
維
持
し
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
続
け
、
施
設

整
備
隊
の
代
表
と
し
て
隊
と
個
人
の
名
誉

を
背
負
っ
て
走
る
姿
に
は
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
ま
た
応
援
す
る
者
も
一
体
と
な
っ

て
応
援
し
戦
技
競
技
会
を
通
じ
て
部
隊
の

団
結
が
増
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

来
年
度
も
多
く
の
訓
練
や
整
備
支
援
が

あ
り
ま
す
が
、
部
隊
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
所
存
で
す
。

准
陸
尉

齋
藤

竜
馬

令和３年２月４日（木）に大久保駐屯地正門前での人命救助を実
施した３名の隊員に対し、駐屯地司令より善行褒賞を受賞

部隊名
階 級
氏 名

① 第７施設群本部管理中隊
１等陸曹
松本 正太

② 大久保駐屯地業務隊
陸曹長

中村 満明

③ 大久保駐屯地業務隊
２等陸曹
中窪 英二

① ② ③

昨
年
４
月
22
日
（
水
）
に
、
大
久
保
駐
屯
地
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
、

部
隊
の
活
動
状
況
、
日
常
の
訓
練
風
景
、
隊
員
の
様
子
等
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
配
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
年
を
待
た
ず
に
５
，
０
０
０
名
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
皆
様
の
応
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛
隊
及
び
大
久
保
駐
屯
地
に
対
す
る
関
心
の
深
さ

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
大
久
保
駐
屯
地
一
丸
と
な
り
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
努
力
す
る
と
と
も
に
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
衛
隊
を
配
信

す
る
等
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
大
久
保
駐
屯
地
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

左のＱRコード
読み取って、
フォロー
お願いします！

Twitter５,０００フォロワー達成

曹

友

連

合

会

第

１
級

褒

賞

曹
友
連
合
会
か
ら
、
大
久
保

駐
屯
地
曹
友
会
会
長
（
中
町
曹

長
）
に
対
し
、
曹
友
連
合
会
第

１
級
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

大
久
保
駐
屯
地
さ
く
ら
散
策

令
和
３
年
３
月
27
日
（
土
）
、
28
日
（
日
）
の
両
日
、
駐
屯
地

内
の
桜
並
木
の
通
り
抜
け
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
大
久
保
駐
屯

地
さ
く
ら
散
策
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
外
観
を
含
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
駐
屯
地
史
料
館

の
公
開
、
92
式
浮
橋
を
は
じ
め
と
す
る
装
備
品
展
示
も
実
施
し
ま

し
た
。

日
曜
日
は
生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、
両
日
で
約
１
，
０
０
０

名
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
力
強
く
咲
く
桜
の
花
に
、

少
し
で
も
癒
し
を
感
じ
る
機
会
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
の
思
い
で

開
催
し
ま
し
た
が
、
来
場
者
は
普
段
見
る
こ
と
に
な
い
駐
屯
地
で

の
一
時
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

来場者も自然と笑顔に

働く車、大集合！

史料館も大盛況

曹 友 会 長
中 町 曹 長


